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市
で
は
平
成
29
年
２
月
に
「
北
秋

田
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
目
指
す
べ
き
環
境
像

を
「
自
然
を
愛
し　
環
境
を
と
と
の

え
る　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
し

て
、
自
然
の
保
全
、
ご
み
の
削
減
や

再
利
用
、
景
観
の
維
持
な
ど
、
北
秋

田
市
の
環
境
を
良
好
に
す
る
た
め
に

必
要
な
取
り
組
み
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
後
世

に
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
で
協
力
し
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
環
境
基
本
計

画
に
お
け
る
取
り
組
み
の
紹
介
を
は

じ
め
、
日
々
の
生
活
の
中
で
私
た
ち

が
で
き
る
取
り
組
み
や
、
環
境
に
関

す
る
最
近
の
話
題
な
ど
を
毎
月
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

　
未
来
の
北
秋
田
市
の
環
境
、
さ
ら

に
は
地
球
環
境
の
た
め
に
、
一
人
一

人
が
現
在
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
り
、
環

境
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
月
は
、
全
市
一
斉
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
環
境
基

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
「
市
や
民
間

団
体
が
主
催
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い

う
回
答
は
50
％
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
早
起
き
し
て
、
ご
み
を
拾
い
、
き

れ
い
に
な
っ
た
街
で
休
日
を
過
ご
す

の
は
気
持
ち
が
良
い
も
の
で
す
。
環

境
コ
ラ
ム
の
始
ま
り
と
と
も
に
、
一

人
一
人
が
で
き
る
身
近
な
取
り
組
み

と
し
て
の
第
一
歩
を
、
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

環　境
コラム
環　境
コラム
第１回

美
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い
ま
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く
り
」
を
目
指
し
て

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
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し
て
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環
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環
境
を
と
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え
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◇
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▽
元
秋
田
市
消
防
正
監
髙
橋
弘
氏
叙
位
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
東
地
区

自
治
会
長
連
絡
協
議
会
市
政
報
告
会（
栄
公
民
館
）

▽
大
館
・
北
鹿
地
区
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会（
大
館
市
）▽
葛
黒

火
ま
つ
り
か
ま
く
ら（
七
日
市
葛
黒
）

▽
台
湾
国
立
龍
潭
高
級
中
学
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー（
秋
田
北
鷹
高
校
）

▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議 

初
日
（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
医
療
介
護
研
修
会（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議 

一
般
質
問
①（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議 

一
般
質
問
②（
議
事
堂
）

▽
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
第
６
回
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）

▽
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
受
賞
祝
賀
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
県
議
会
副
議
長
近
藤
健
一
郎
氏
県
政
活
動
10
年
を
祝
う
会（
市
民

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
鷹
巣
中
央
自
治
会
長
協
議
会・
鷹
巣
中
央
行
政
協
力
委
員
会「
市
長

と
語
る
会
」（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
百
歳
を
迎
え
る
長
寿
者
楢
岡
ハ
ナ
氏
へ
の
祝
状
等
贈
呈（
楢
岡
氏
宅
）

▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
91
回
取
締
役
会（
同
ビ
ル
）

▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議 

最
終
日
（
議
事
堂
）

▽
秋
田
林
業
大
学
校
修
了
式（
秋
田
市
）

▽
鷹
巣
中
学
校
卒
業
式（
同
校
）

▽
国
道
１
０
５
号「
大
曲
鷹
巣
道
路
」に
お
け
る
利
活
用
促
進
に
関
す

る
意
見
交
換
会（
仙
北
市
）

▽
第
２
回
北
秋
田
市
空
家
等
対
策
協
議
会（
本
庁
舎
）

２
月
17
日（
金
）

19
日（
日
）

21
日（
火
）

23
日（
木
）

25
日（
土
）

27
日（
月
）

28
日（
火
）

３
月
1
日（
水
）

４
日（
土
）

５
日（
日
）

６
日（
月
）

７
日（
火
）

９
日（
木
）

10
日（
金
）

11
日（
土
）

14
日（
火
）

15
日（
水
）

森
吉
山
県
立
自
然
公
園
公
開
セ
ミ
ナ
ー

自
然
公
園
へ
の
理
解
と
知
識
を
深
め
る

　
森
吉
山
県
立
自
然
公
園
公
開
セ
ミ
ナ
ー

が
、
３
月
12
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
約
50
人
が
講
演
や

意
見
交
換
を
通
し
、
国
立
・
国
定
公
園
の

指
定
に
向
け
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
県
立
自
然
公
園
の

指
定
を
受
け
る
森
吉
山
を
、
国
立
公
園
・

国
定
公
園
に
昇
格
さ
せ
、
全
国
へ
発
信
し

て
い
こ
う
と
い
う
市
民
か
ら
の
強
い
要
望

を
受
け
、
市
民
の
方
々
と
と
も
に
自
然
公

園
に
対
す
る
認
識
と
知
識
を
よ
り
深
め
る

た
め
市
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
虻
川
広
見
副
市
長
が

森
吉
山
の
魅
力
を
紹
介
し
な
が
ら
「
市
と

し
て
も
滞
留
型
観
光
の
拠
点
と
し
て
、
県

と
協
働
で
森
吉
山
周
辺
の
整
備
を
進
め
、

誘
客
に
努
め
て
い
る
。
市
の
財
産
で
あ
る

森
吉
山
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
学
び
、
今
後
の
活
動
に

生
か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
秋
田
県
立
大
学
の
青
木
満
主

監
が
「
自
然
公
園
の
近
年
の
指
定
動
向
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
青
木
主
監
は
、
森
吉
山
の
す
ば
ら
し
い

自
然
環
境
を
説
明
し
な
が
ら
も
、
単
独
の

国
立
公
園
と
し
て
は
難
し
い
と
解
説
。
一

方
で
「
十
和
田
八
幡
平
と
景
観
や
地
形
、

植
物
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
体
と
し

て
と
ら
え
た
国
立
公
園
の
拡
張
は
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
「
皆
さ
ん
は
全
国
の
国
立
公
園
は

い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
が
、
国
定

公
園
は
ほ
と
ん
ど
挙
げ
ら
れ
な
い
と
思
う
。

そ
れ
だ
け
国
立
と
国
定
に
は
知
名
度
に
差

が
あ
る
の
は
事
実
。
す
で
に
森
吉
山
は
東

北
で
も
有
名
で
あ
り
、
十
和
田
八
幡
平
は
、

国
が
推
進
す
る
国
立
公
園
に
選
ば
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
隣
接
し
た
場
所
で
あ
る
と

い
う
こ
と
も
利
用
し
て
い
け
る
と
思
う
。

そ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
、
選
択
す
る
の

は
地
元
の
方
た
ち
。
私
も
出
来
る
限
り
応

援
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

▲森吉山の国立・国定公園の指定に向け
て理解を深めた公開セミナー

龍潭高級中学と秋田北鷹高校の教育交流／環境コラム森吉山県立自然公園公開セミナー／市長ダイアリー

台
湾
国
立
龍
潭
高
級
中
学
と
秋
田
北
鷹
高
校
の
教
育
交
流

生
徒
同
士
の
友
情
と
絆
を
深
め
る

　
秋
田
北
鷹
高
校
（
佐
藤
清
悦
校
長
）
と

姉
妹
校
協
定
を
結
ん
で
い
る
台
湾
国
立
龍

潭
高
級
中
学
（
鍾
碧
霞
校
長
）
の
一
行
36

人
が
、
２
月
21
日
に
秋
田
北
鷹
高
校
を
訪

問
し
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
や
部
活
動
体
験

な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
両
校
の
交
流
は
、
平
成
26
年
12
月
に
龍

譚
高
級
中
学
の
李
恆
霖
校
長
が
秋
田
北
鷹

高
校
を
視
察
し
た
際
、
同
じ
農
学
系
の
学

科
が
あ
り
特
色
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

興
味
を
持
ち
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
27
年
２
月
に
龍
潭
高
級
中
学

の
生
徒
た
ち
が
、
訪
日
し
た
際
に
「
教
育

交
流
と
将
来
の
姉
妹
校
協
定
締
結
に
向
け

た
覚
書
」を
交
わ
し
、平
成
28
年
11
月
に
は
、

秋
田
北
鷹
高
校
の
生
徒
た
ち
が
訪
台
し
、

姉
妹
校
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
佐

藤
校
長
が
「
こ
れ
か
ら
も
姉
妹
校
交
流
を

継
続
し
、
生
徒
同
士
の
つ
な
が
り
も
深
め

て
い
き
た
い
。
こ
の
訪
問
が
、
両
校
の
交

流
の
大
き
な
礎
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
鍾
校
長
が
「
交
流
を
通
し
て

生
徒
た
ち
が
友
好
を
深
め
る
こ
と
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
に
対
応
し
た
人
材
に
成
長

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
歓
迎
に
お
礼

を
申
し
上
げ
る
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
両
校
生
徒
が
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
、
は
じ
め
に
龍
潭
高
級
中

学
の
生
徒
が
テ
コ
ン
ド
ー
の
演
武
を
実
演
。

多
彩
な
足
技
で
次
々
と
板
を
割
る
と
秋
田

北
鷹
高
校
の
生
徒
か
ら
歓
声
が
上
が
り
、

さ
ら
に
全
員
で
星
野
源
さ
ん
の
「
恋
ダ
ン

ス
」
を
踊
り
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
秋
田
北
鷹
高
校
の
生
徒
が
、

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
比
立
内
駒
踊
り
、

吹
奏
楽
の
演
奏
を
披
露
。
こ
の
う
ち
、
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、
巨
大
な
紙
に

様
々
な
大
き
さ
の
筆
を
使
っ
て
一
気
に
書

き
上
げ
る
演
技
に
、
龍
潭
高
級
中
学
の
生

徒
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

し
ょ
う
へ
き
か

ろ
ん

た
ん

ち
ょ
う
ぶ
ん
し
ょ
う

▲龍潭高級中学の生徒は全員で、星野源さ
んの「恋ダンス」を披露し交流を深める

春のクリーンアップ参加人数

平成 26年度
　5,838 人

目指せ 6,000 人

平成 27年度
　5,476 人

平成 28年度
　5,721 人

平成 29年度　全市クリーンアップは

４月16日（日）
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